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Mooer GE100は、レギュレートされた300ｍA以上の センターマイナス
DC9Vアダプターを接続します。
アダプターを接続する際は、必ずセンターマイナスDC9Vであることを確認してく
ださい。それを越える電圧を供給すると、本体が破損したり、火災の原因となるこ
ともあります。アダプターを間違えたことが原因の故障は保証対象外となります。

機器との接続や取り外しを行う際は、必ず電源をOFFにして行って下さい。
電源を入れたままで接続や取り外しを行うと、機器が損傷する場合があります。
移動や持ち運びを行う際は、本体から全てのプラグを外して下さい。

変形や変色など、損傷を避けるため、下記の環境での使用はお控え下さい

直射日光の当たる場所
放熱するものの近く
磁場の強い場所
高温多湿な環境
埃の多い場所や汚れのひどい環境
湿度が高く、湿気の多い場所
強い揺れやショック

ラジオやテレビなどの近くで本機を使用すると、電波による干渉を受けることがあり
ます。

クリーニングを行う際は、柔らかく乾いた布を使用してください。必要であれば、
少し湿らせた布を使います。クレンザーやアルコール、ペイントシンナー、ワック
ス、ソルベント、洗剤、また化学物質を含んだクロス等は使用しないで下さい。

スイッチやコントロールを無理に動かそうとしないで下さい。
本体の内部に紙や金属片、その他のものを入れないで下さい。
本体を落としたり、衝撃や圧力をかけないようご注意下さい。

ご使用上の注意



用語の説明
モード
コントロールする機能により変わるモードです。

エフェクトモジュール
エフェクトモジュールはエフェクトカテゴリのまとまりです。ON/OFFステータスとエフェ
クトパラメータセッティングは各モジュールごとに設定できます。

エフェクトタイプ
エフェクトモジュールの中にはエフェクトタイプを選択して違ったエフェクトをかける
ことができるものがあります。エフェクトタイプは1つだけ選択できます。

パッチ
パッチは様々なエフェクトの組み合わせをメモリーしたセットです。それぞれのエフェ
クトはエフェクトモジュールごとに組み合わされます。

エフェクトパラメータ
全てのエフェクトタイプには様々な設定可能なパラメータがあります。これらはエフェ
クトパラメータ、またはパラメータと呼ばれます。パラメータは音色やサウンド、エフェ
クトのかかりなどをコントロールします。

大型のLCDディスプレイ搭載
8エフェクトモジュールと66のエフェクトタイプ
23のドライブサウンドと7つのアンプシミュレーター
80ファクトリープリセットと80ユーザープリセット
40ドラムリズム、10のメトロノームリズム
タップテンポ対応
180秒までのフレーズルーパー
スケール/コード辞書搭載
スタンダードなDC9Vアダプター、または単3電池4本で駆動
アサイナブルエクスプレッションペダル
軽量かつ小型筐体
コンパクトでシンプルな操作性

主な特徴



クイックスタート

音を作る
パワーオン
センターマイナスDC9Vアダプター（300mA以上）をDC9V端子に接続します。
電池をご使用の際は、INPUTジャックにケーブルを接続すると電源がONになり
ます。

パッチの選択
モードセレクターをPLにすると、LCDディスプレイに現在のパッチナンバーが表示
されます。GE100には80のプリセットパッチと80のユーザーパッチがあります。
PATCH▼、またはPATCH▲フットスイッチでパッチを変更できます。
各フットスイッチをホールドすると素早いパッチチェンジが可能です。

パッチナンバー

パッチネーム

ペダルアサイン

リズムのスピード

ルーパーの状態



グローバルレベルの調整

パッチを選択すると、パッチに保存されているエフェクトモジュールのLEDが
点灯します。
パッチの中にどのエフェクトモジュールが使用されているかが一目で分かります。

MODEセレクターでSYを選択し、VALUEノブを回してVOLUMEを選択し、VALUE
ノブを押すとレベルコントロールが行えます。ここではVALUEノブを回すことで
GE100のマスターボリュームを調整できます。ディスプレイに現在のレベルが
表示されます。

1.VALUEノブを回すことでもパッチを変更することができます。
2.パッチの詳細については28ページを参照してください。



チューナー

チューナーモード

どのモードからでも、PATCH▼とPATCH▲フットスイッチを同時に押すことで、
チューナーモードに入ります。

チューニング

チューナーモードでギターの弦を1本ずつ鳴らすと、現在のピッチとずれが表示
されます。チューナーモードではBYPASSとMUTEモードを選択できます。MUTE
モードではチューニング中、出力がミュートされ、音が出力されません。基準ピッチ
は435Hz～445hzの範囲で設定できます。

チューナーの終了

チューニングが完了したら、PATCH▼とPATCH▲フットスイッチを同時に押すこと
でチューナーモードを終了します。GE100はチューナー起動前のモードに戻ります。



GE100には8種類のエフェクトモジュールがあり、66タイプのエフェクトを収録していま
す。同時に8種類までのエフェクトを使用できます。

各エフェクトモジュールには様々なエフェクトタイプがあります。各モジュールごとに1つ
のエフェクトを選択します。全てのエフェクトタイプにはエフェクトのかかりや音色を調
整するパラメータがあります。

エフェクトモジュールの選択
MODEセレクターで編集したいエフェクトモジュールを選択します。GE100内部で
のエフェクトモジュールの接続は下図のとおりです。

エフェクトタイプの選択
VALUEノブを押しながら回すことでエフェクト/パラメータタイプを選択できます。
時計回りで進み、反時計回りで戻ります。VALUEノブを回してエフェクトタイプや
パラメータを設定します。

エフェクトを使う



エフェクトモジュールのON/OFF

エフェクトのパラメータ調整画面で、PATCH▲フットスイッチを押すとエフェクト
モジュールをバイパスすることができます。バイパスされると、OFFのと表示され
ます。再度PATCH▲フットスイッチを押すとエフェクトモジュールがアクティブと
なります。

エフェクトの保存
エフェクトのセッティングはユーザーパッチに保存し、後から呼び出して使うことができ
ます。

1.ファンクションボタンパネルのSAVEボタンを押します
2.VALUEノブを回し、A～Zと0～9、またはスペース（■で表示されます）を選び、パッチ
   ネームを付けます。
3.VALUEノブを押してセッティングを保存します。
4.パッチネームを編集したら、SAVEボタンを押すとパッチが保存されます。
5.保存をキャンセルするにはMODEセレクターを回し、モードを変更すると保存がキャン
   セルされます。
6.保存できるパッチはユーザーパッチ1～80です。ファクトリープリセットパッチに保存
   することはできません。



各部の名称と機能

MODEセレクター：GE100のファンクションモードを選択します。

VALUEノブ（ENTERボタン）：エフェクトタイプの選択やパラメーターの編集を
行います。

LCDディスプレイ：パッチナンバーやその他の情報などを表示します。



PATCH▼フットスイッチ：パッチの選択、ループの再生/ループレコーディング/
オーバーダビング等を行います。

PATCH▲フットスイッチ：パッチの選択、ループの停止/削除等を行います。

エクスプレッションペダル：Volumeやその他エフェクトパラメーターを調整
します。

EXP.PEDAL LED：エクスプレッションペダルの状態を表示します。

MODEディスプレイLED：現在のモードを表示します。エフェクトモジュールを選択
すると、このディスプレイのLEDが点灯します。

ファンクションボタン：GE100の様々な機能を設定します。

ユーザーパッチの保存、編集を行います。

ペダルセッティングを調整します。

ドラム/メトロノームを有効にします。

スケール/コード辞書を起動します。

ドラムやディレイエフェクトなどのタップテンポを設定します。

ルーパーモードに入ります。

INPUTジャック：1/4インチモノラルフォンジャックです。楽器側のケーブルを接続
します。

OUTPUT（PHONES）ジャック：1/4インチステレオジャックです。アンプ側のケーブル
やヘッドフォンなどを接続します。

AUX INジャック：オーディオプレイヤーなど外部音源を接続します。

DC9Vジャック：電源アダプターを接続します。センターマイナスDC9Vの300mA
以上のアダプターで駆動します。

バッテリーホルダー：電池ボックスです。単3電池4本で駆動します。



接続例

電池での駆動
1.GE100の底面にあるバッテリーホルダーを開けます。
2.4本の単3アルカリ電池を入れ、バッテリーホルダーを閉じます。

ツメを押してカバーを開きます。

ツメ

4本のアルカリ単3電池

電池の残量が少なくなると、ディスプレイに　　が表示されます。



エクスプレッションペダル

ボリュームコントロール
EXP.PEDAL LEDが点灯していないとき、エクスプレッションペダルはボリューム
ペダルとなります。

エフェクトコントロール
EXP.PEDAL LEDが点灯しているとき、エクスプレッションペダルはPEDALセッティ
ングで設定されたエフェクトパラメータをコントロールします。

ペダルエフェクト
PEDALファンクションボタンを押すと、LCDディスプレイにエクスプレッションペダ
ルでコントロールするエフェクトが表示されます。6種類のパラメータをコントロー
ルすることができます。

エフェクトタイプ パラメータ
中心周波数
ピッチ

ピッチ
ゲイン

モジュレーションの深さ
リバーブの長さ

VALUEノブを回し、ノブを押すことでエフェクトコントロールを設定し、エクスプレッショ
ンペダルに割り当てます。

ペダルセッティングはユーザーパッチにも保存されます。

コントロールモードの変更

エクスプレッションペダルを奥まで踏み込むと、コント
ロールモードをボリュームコントロールとエフェクトコ
ントロールで切り替えることができます。現在のモード
はEXP.PEDAL LEDで確認できます。

強く踏み込んでモードを切り替えます



GE100のエクスプレッションのレスポンスは必要に応じてリセットすることができ
ます。エフェクトの効きやパラメータの可変が不十分だと感じるときや、奥まで軽
く踏んだだけでボリュームとエフェクトが切り替わってしまったり、逆に強く踏んで
も切り替わらないときにはリセットを行ってみて下さい。

MODEセレクターをSYに設定し、PEDALを選んでVALUEノブを押すとペダルリセッ
トを行います。

エクスプレッションペダルを手前最大まで戻し（フルライズ）、VALUEノブを押し
ながら最小に設定します。

エクスプレッションペダルを奥まで踏み込み（フルダウン）、VALUEノブを押しな
がら最大に設定します。

強くペダルを踏み込み、VALUEノブを再度押します。これでペダルリセットは完了
です。GE100はSYモードに戻ります。

フルライズ フルダウン 強くペダルを踏み込む

ミニマムポジションとマキシマムポジションの位置が近すぎると、ペダルリ
セットが正常に行われません。



タップテンポ
TAPボタンには2つの機能があります。

1.ディレイエフェクトのディレイタイムを設定します。LEDがオレンジで点滅します。
2.リズムパターンのスピードを設定します。LEDは青に点滅します。テンポの設定
   にはTAPボタンを2回、必要なテンポに合わせて押します。

リズムセッティング
リズムセットモードにアクセスするには、MODE、セレクターをR.Sに設定します。

VALUEノブを回し、DRUMまたはMETRONOMEを選びます。

1.リズムパターン：GE100には40のドラムパターン、10のメトロノームリズムパター
   ンが収録されています。VALUEノブで1つを選択します。

2.リズムスピード：このパラメータはリズムパターンのスピードを調整します。

3.ボリューム：リズムパターン全体の音量を調整します。

1.リズムスピードはタップテンポでも設定できます。
2.ドラム、メトロノームパターンの詳細は30ページのリズムリストを参照して
   ください。



ルーパー
ルーパーモードに入る

ファンクションパネルのLOOPボタンを押すと、ルーパーモードに入ります。

ループレコーディング

ルーパーモードでは、PATCH▼フットスイッチでレコーディングが開始されます。
ディスプレイにRECと表示されます。

レコーディング中にPATCH▼フットスイッチを再度押すと、レコーディングが終了
し、ループがプレイバックします。

最大レコーディングタイムは180秒です。ループが180秒に達すると、自動的
に180秒のループとなります。

オーバーダブ
レコーディングされたループがプレイバックしているときPATCH▼スイッチでオ
ーバーダビングが開始されます。オーバーダビング中、PATCH▼フットスイッチで
オーバーダビングを停止し、ループ全体をプレイバックします。

プレイバック中にPATCH▼フットスイッチを押すと、さらなるオーバーダビングが
行えます。

このプロセスは何度も繰り返して行うことができ、レコーディングレイヤー数に限
りはありません。

オーバーダブがループタイムに達すると、自動的にループの最初から
オーバーダブを行います。

ループの再生/停止
ループが停止時、PATCH▼フットスイッチでループの再生を行います。（ループ
データが無い場合、プレイバックは行われません。）

ループ再生中、PATCH▲フットスイッチで再生を停止します。

レコーディング中、PATCH▲フットスイッチでレコーディングを停止し、PATCH▼
フットスイッチを再度押すと再生を開始します。



ループの削除
ループを削除するには、PATCH▲フットスイッチを2秒間ホールドします。全ての
ループデータが削除されます。

ルーパーモードの終了
ルーパーモード中、ファンクションパネルのLOOPボタンを押すと、ルーパーモード
を終了します。

ルーパーモードでのパッチのエフェクト選択
ルーパーモードでは、パッチを選択しエフェクトの調整も行えます。MODEセレクタ
ーをPLに設定すると、VALUEノブでパッチを選択できます。ルーパーモードのステ
ータスはPLモードディスプレイに表示されます。

ルーパーモードでエフェクトの調整やパッチの選択を行うと、ルーパファ
ンクションの全ての操作はPLモードのLCDディスプレイに現在のループ
ステータスとして表示されます。



レッスン
GE100のレッスン機能では192のスケールと216のコード辞書を表示することができ
ます。

スケール、コードレッスン
ファンクションパネルのLESSONボタンを押します。VALUEノブを回してスケール
レッスンとコードレッスンを選択します。VALUEノブを押すとTONICとMODを切り
替えることができます。

スケール、コードレッスンの終了
LESSONボタンを再度押すと、レッスンを終了します。



システムセッティング

ファクトリーリセット
ファクトリーリセットはGE100のセッティングを工場出荷状態に戻します。ファクト
リーリセットを行うと、全てのプリセットが削除され、元に戻すことができません。
ファクトリーリセットは下記の方法で行います。

A.MODEセレクターをSYに設定し、システムセッティングに入ります。
B.VALUEノブでRESETを選び、VALUEノブを押します。その後YESを選択して押すと
   ファクトリーリセットが行われます。NOを選択して押すと、システムセッティングに
   戻ります。

1.ファクトリーリセットは、MODEセレクターを回してモードを変えることで
   もキャンセルできます。

2.ファクトリーリセットを行うと、全てのユーザーパッチ、トーンセッティング
   が失われます。



エクスプレッションペダルリセット
13ページを参照してください

グローバルレベル
グローバルレベルコントロールはGE100全体の音量を調整します。グローバル
レベルは下記の方法で設定します。

A.MODEセレクターをSYに設定し、システムセッティングに入ります。
B.VALUEノブでVOLUMEを選び、VALUEノブを押します。
C.VALUEノブを回し、グローバルレベルを設定します。

LCDの明るさ

LCDブライトネスコントロールは、LCDディスプレイの明るさを設定します。下記
の方法で設定します。

A.MODEセレクターをSYに設定し、システムセッティングに入ります。
B.VALUEノブでLCD B.を選び、VALUEノブを押します。
C.VALUEノブを回し、LCDの明るさを設定します。



アウトプットモードの設定

アウトプットタイプを選択して切り替えることができます。下記の方法で行います。

A.MODEセレクターをSYに設定し、システムセッティングに入ります。
B.VALUEノブをでOUTPUTを選び、VALUEノブを押します。

ここでは下記のモードを選択できます。
1.LINE OUT：ミキサーやオーディオインターフェイスなどに出力する際に選びます。
2.TO AMP：ギターアンプに出力する際に選びます。

ディスプレイモードの設定
ディスプレイモードを選択して切り替えることができます。下記の方法で行います。

A.MODEセレクターをSYに設定し、システムセッティングに入ります。
B.VALUEノブをでLCD M.を選び、VALUEノブを押します。

ここではPOSITIVE DISPLAYとINVERT DISPLAYを選択できます。使いやすい方法を
選びます。



エフェクトの説明

エフェクト

モジュールの接続順

GE100には8のエフェクトモジュールの中に合わせて66のエフェクトタイプを収録してい
ます。8種類のエフェクトを同時に使用することができます。

各エフェクトモジュールには様々なエフェクトタイプが収録されています。各モジュール
ごとに1つずつのエフェクトを選択し、使用することができます、
パッチを選ぶと、パッチで選択されているモジュールがMODEディスプレイのLEDで表示
されます。全てのエフェクトタイプには様々なパラメータがあり、調整して音色を作ること
ができます。

エフェクトモジュール、タイプ、パラメータ

エフェクトネーム エフェクトの説明

シグナルのダイナミクスをコントロールするコンプレッサーです。ハイレベルを圧縮し、
ローレベルをブーストします。

このエフェクトはMooer Pure Boostのサウンドです。クリアなブースターです。

ジェットサウンドと呼ばれるシュワシュワとした音を作ります。

音量を上下させ、ノスタルジックな揺れを作ります。

位相を可変することで音を揺らし、ねじれるような揺れを作ります。

エクスプレッションペダルを使用し、ロックに欠かせないワウワウサウンドをつくります。
ペダルは中心周波数をコントロールします。



エフェクトの説明

スタンダードなワウペダルのサウンドを、エクスプレッションペダルを使わず、自動的に
動作させます。

このアイコンがついたエフェクトはエクスプレッションペダルでコントロール
できるパラメータがあります。

ピッキングアタックに反応してワウをかけるエフェクトです。

サウンドのアタックをカットし、ヴァイオリンのような音を作ります。

このエフェクトはサンプリングレート/デプスを下げ、音色を可変します。

エフェクトネーム エフェクトの説明

Mooer Flex Boostのサウンドを作ります。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

                                                                       のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

                                                                                                                                          のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

Mooer Juicerのサウンドを作ります。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

70年代に発売された                                                                                                 のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

Vintage ODエフェクトを発展させた、                                                                                の
サウンドを再現します。エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

きらびやかなトーンの                                                                        を再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

暖かで甘いオーバードライブサウンドを作ります。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

現代的でミッドレンジに特徴のあるサウンドを作ります。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

角ばった黒い筐体が特徴の                                              のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

オレンジ色の筐体で知られる　　　　　　　　　　　　　　   のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

レトロな雰囲気漂う　　　　　　　　　　　　　　　　　　を再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

フルスタックハイゲインアンプのサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。



エフェクトの説明

エフェクトネーム エフェクトの説明

                                                                            のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

                                                                    のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

                                                           のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

                                                                          のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

                                                                 のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

                                                                   のサウンドを再現します。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

パワフルなファズサウンドを作るエフェクトです。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

個性的なラディカルディストーションサウンドを作ります。
エクスプレッションペダルでGainをコントロールできます。

このエフェクトは一般的なアコースティックギターサウンドをシミュレートします。

このエフェクトは一般的なアコースティックギターサウンドをシミュレートします。

このマークがついているエフェクトタイプの説明にある商品名は、各メーカーによる商標または登録商標です。
本説明書にははサウンドキャラクターの説明のために商品名を記載していますが、各商標の所有者、および商品
とは一切関係がありません。

エフェクトネーム エフェクトの説明

のサウンドをシミュレートします。

のサウンドをシミュレートします。

のサウンドをシミュレートします。

のサウンドをシミュレートします。

のサウンドをシミュレートします。

のサウンドをシミュレートします。

のサウンドをシミュレートします。



エフェクトの説明

エフェクトネーム エフェクトの説明

スレッショルドを下回ったシグナルを減衰し、演奏していないときのノイズを抑制します。

エフェクトネーム エフェクトの説明

エフェクトネーム エフェクトの説明

ローバンドイコライザーです。160Hzを中心に設定します。

ミドルバンドイコライザーです。800Hzを中心に設定します。

ハイバンドイコライザーです。3.2kHzを中心に設定します。

音に奥行きをもたせ、空間的な広がりを持つサウンドを作ります。
エクスプレッションペダルでDepthをコントロールできます。

音が浮かんでいるようなシュワシュワした効果を作ります。
エクスプレッションペダルでDepthをコントロールできます。

違った雰囲気を持つフランジャーサウンドを作ります
エクスプレッションペダルでDepthをコントロールできます。

音色がうねるようなサウンドを作ります。
エクスプレッションペダルでDepthをコントロールできます。

よりドラスティックでディープなフェイザーです。
エクスプレッションペダルでDepthをコントロールできます。

音量を上下させ、ノスタルジックなサウンドを作ります。
エクスプレッションペダルでDepthをコントロールできます。

シグナルのピッチを変えることができます。
エクスプレッションペダルでDepthまたはDegreeをコントロールできます。

音程を揺らすヴィブラートエフェクトです。
エクスプレッションペダルでDepthをコントロールできます。

フィルターのスウィープによる独特な音色です。
エクスプレッションペダルでDepthをコントロールできます。

鐘の音がなるような独特の不協和音を作ります。
エクスプレッションペダルでDepthをコントロールできます。

リズミックに音をカットし、キルスイッチのような効果を作ります。
エクスプレッションペダルでDepthをコントロールできます。



エフェクトの説明

エフェクトネーム エフェクトの説明

エフェクトネーム エフェクトの説明

クリーンなディレイサウンドを作るデジタルディレイエフェクトです。

クラシックなアナログディレイサウンドを再現します。

ダイナミックディレイです。演奏中はディレイサウンドを抑え、演奏を止めるとディレイを
大きくします。

テープエコーマシンのサウンドをシミュレートします。

リアルでナチュラルなエコーサウンドをシミュレートします。

テープを逆再生したようなサウンドを作ります。

一般的な部屋の空間をシミュレートします。
エクスプレッションペダルでDecayをコントロールできます

コンサートホールの空間をシミュレートします。
エクスプレッションペダルでDecayをコントロールできます。

大きな教会の反響をシミュレートします。
エクスプレッションペダルでDecayをコントロールできます。

プレートリバーブのサウンドをシミュレートします。
エクスプレッションペダルでDecayをコントロールできます。

ホールリバーブにコーラスエフェクトを加えます。
エクスプレッションペダルでDecayをコントロールできます。

クラシックなギターアンプなどにも搭載されたスプリングリバーブのサウンドを
シミュレートします。
エクスプレッションペダルでDecayをコントロールできます。

リバーブエフェクトにトレモロを加えます。
エクスプレッションペダルでDecayをコントロールできます。



スペックは予告なく変更される場合があります。

スペック



トラブルシューティング

電源が入らない

電源の接続を確認してください。
────電源が確実に接続されているかを確認します。

アダプターを確認してください。
────レギュレートされたセンターマイナス2.1mmバレルタイプ、DC9V、300mA以上
のアダプターをご使用ください。

電池駆動の場合、インプットジャックにケーブルが接続されていることを確認してくださ
い。
────電池駆動時、インプットジャックが電源スイッチとなります。

音が出ない、音が小さい

ケーブルを確認してください。
────ケーブルがしっかり接続されていることを確認します。

マイクロフォンのON/OFFスイッチやアンプのボリュームを確認してください。
────接続されている楽器やアンプの音量を確認します。

グローバルレベルを確認してください。
────システムセッティングでグローバルレベルを正しく設定します。

ノイズが多い

アダプターを確認してください。
────アダプターがレギュレートされていることを確認します。別の機材専用アダプタ
ー等ではレギュレートされていないことがあります。

ケーブルを確認してください。
────ケーブルがしっかりと接続されていること、またケーブル自体に問題がないこと
を確認してください。



付録

パッチリスト



パッチリスト



付録

ドラムリズムリスト



付録

スケール・コードリスト
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